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   The purpose of this study is to reinvestigate learning results of an e-learning program 
conducted in a self-learning based course called "Essential English III・IV" (Emura and 
Takahashi (2019) ). Based on the data analysis of the Learning Management System, we 
examined the performance of 431 undergraduate students in the 2018 academic year and 
those of 429 controls in the 2017 academic year. The results reveal that while the group 
from 2018 was generally more eager to tackle the e-learning program than the group from 
2017 in the first semester in terms of the extent (i.e. the amount of study time and/or the 
task completion rate) and the quality (i.e. the degree of (im)proper study behaviors and/or 
the average rate of correct answers) of the participants' involvement, they tended to be 
less earnest than the control group in the second semester. It has been confirmed that this 
tendency is significantly correlated with the average score of the TOEIC® Listening & 
Reading test, indicating that the effectiveness of the program for improving their English 
proficiency crucially depends on the extent and quality of the participants' involvement à 
la Watanabe and Aoki (2011, 2014). We will also briefly discuss future research on how to 






トワークなどのICT（Information and Communication Technology）を用いた手法が導入





































































科目名 履修形態 授業形態 履修期間
英語基礎演習III・IV 必修科目 完全自学型 半期
4/6 ガイダンスの実施
4/12 ～ 7/26 前期学習期間（15週間）
8/9 前期末 TOEICテスト










































































前期 15週間 １週間毎 教材消化率に基づく得点 + TOEICスコアに基づく得点
後期 15週間 １週間毎 教材消化率に基づく得点 + TOEICスコアに基づく得点
学習期間 成績評価の方法
前期
70 ～ 79%  = 55点
80 ～ 89%  = 60点
90 ～ 99%  = 65点
100%以上  = 70点
250 ～ 299 = 5点　　300 ～ 349 = 10点 
350 ～ 399 = 15点　　400 ～ 449 = 20点 
450 ～ 499 = 25点　　500 ～ 549 = 30点 
550以上　 = 35点
後期
70 ～ 79%  = 55点
80 ～ 89%  = 60点
90 ～ 99%  = 65点
100%以上  = 70点
300 ～ 349 = 5点　　350 ～ 399 = 10点 
400 ～ 449 = 15点　　450 ～ 499 = 20点 
500 ～ 549 = 25点　　550 ～ 599 = 30点 
600以上　 = 35点













年度間の有意差  *** p<.001
表８．後期TOEICの結果 
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図1.1 総合スコア（2017年度 N=429） 図2.1 総合スコア（2018年度 N=431）
図1.2 リスニングスコア（2017年度 N=429） 図2.2 リスニングスコア（2018年度 N=431）
図1.3 リーディングスコア（2017年度 N=429） 図2.3 リーディングスコア（2018年度 N=431）























全体 １週 ２週 ３週 ４週 ５週 ６週 ７週 ８週 ９週 10週 11週 12週 13週 14週 15週 有意確率
2017 100.8 10.2 8.0 5.4 6.5 6.5 6.4 6.4 6.1 5.2 5.4 5.7 6.7 6.8 9.4 8.8
.000***
（SD）（42.4）（6.5）（5.1）（4.6）（4.1）（4.2）（4.5）（6.9）（4.1）（4.1）（3.7）（4.0）（4.2）（4.7）（5.9）（8.3）























全体 １週 ２週 ３週 ４週 ５週 ６週 ７週 ８週 ９週 10週 11週 12週 13週 14週 15週 有意確率
2017 82.4 4.8 5.4 5.4 5.7 5.6 5.2 4.9 5.0 5.0 5.2 5.1 3.1 3.1 7.2 11.7
.000***
（SD）（96.8）（3.7）（4.1）（4.4）（5.0）（4.8）（5.1）（6.4）（6.5）（8.9）（5.0）（8.0）（4.7）（4.0）（11.9）（39.7）
2018 89.1 6.5 7.4 6.5 6.8 6.2 5.6 5.2 5.1 5.4 5.2 5.3 3.3 3.4 7.6 9.5
（SD）（46.4）（5.5）（4.9）（5.1）（4.5）（4.2）（3.9）（3.7）（4.2）（4.1）（3.7）（4.0）（3.4）（5.2）（6.4）（9.1）







全体 １週 ２週 ３週 ４週 ５週 ６週 ７週 ８週 ９週 10週 11週 12週 13週 14週 15週 有意確率
2017 37.7 3.3 2.6 1.7 2.7 2.3 2.3 2.2 2.1 1.9 2.1 2.3 2.4 2.7 2.8 4.2
.05*
（SD）（12.7）（1.5）（1.2）（1.3）（1.6）（1.4）（1.3）（1.4）（1.4）（1.2）（1.4）（1.7）（1.8）（2.2）（2.5）（3.8）
2018 39.8 3.3 2.6 1.8 3.0 2.4 2.3 2.2 1.9 2.1 2.2 2.6 2.5 3.3 3.4 4.3
（SD）（15.4）（1.5）（1.4）（1.7）（1.7）（1.4）（1.3）（1.5）（1.2）（1.3）（1.7）（2.2）（2.3）（2.8）（2.9）（3.9）
全体 １週 ２週 ３週 ４週 ５週 ６週 ７週 ８週 ９週 10週 11週 12週 13週 14週 15週 有意確率
2017 32.0 1.9 1.9 2.0 2.1 2.1 2.0 1.8 1.9 1.7 1.9 1.7 1.3 1.4 3.4 5.0
.219
（SD）（13.0）（1.4）（1.5）（1.5）（1.4）（1.5）（1.7）（1.5）（1.5）（1.3）（1.6）（1.2）（2.1）（2.2）（2.9）（4.5）



















2017 年度 2018 年度 有意確率
教材消化率
全体 92.4（11.0） 95.6（8.9） .000***
リーディング 92.0（12.0） 95.5（9.8） .000***
リスニング 90.8（12.6） 94.4（10.7） .000***
文法 94.3（11.6） 96.8（8.3） .000***
適切消化率
全体 89.3（16.0） 92.2（10.8） .000***
リーディング 89.4（15.5） 91.4（12.7） .028***
リスニング 87.8（18.6） 91.0（13.4） .001***
文法 90.9（17.4） 94.2（10.6） .000***
教材正解率
全体 48.7（10.9） 47.9（10.5） .016***
リーディング 45.4（15.4） 42.0（13.2） .000***
リスニング 54.0（13.8） 53.0（13.7） .298
文法 49.6（10.1） 48.7（10.3） .197
− 10 − − 11 −
高等教育推進センター紀要『リベラル・アーツ』15 号
論文：学習管理システムから見る英語 e-learning の有効性について
　適切消化率: 教材消化率 × （1 – 不適切学習率）, *p<.05, **p<.01, ***p<.001
表14．後期教材消化率、適切消化率、教材正解率、解説確認率の平均 （%）













全体 26.3（27.6） 30.4（29.4） .019*
リーディング 28.6（29.4） 32.4（31.5） .069
リスニング 31.7（27.4） 34.6（29.2） .135
文法 18.7（24.1） 24.3（28.0） .002***
2017 年度 2018 年度 有意確率
教材消化率
全体 93.4（10.9） 94.8（9.3） .040*
リーディング 93.9（11.3） 95.3（10.2） .046*
リスニング 92.4（11.8） 93.1（11.5） .355
文法 93.8（10.9） 95.8（9.3） .004***
適切消化率
全体 87.9（14.8） 89.5（13.0） .089
リーディング 90.1（15.1） 91.1（14.5） .032
リスニング 85.6（19.5） 87.0（16.9） .242
文法 88.1（15.9） 90.5（13.8） .020*
教材正解率
全体 42.9（11.5） 40.6（11.1） .003**
リーディング 39.8（19.8） 35.8（16.3） .001**
リスニング 43.5（12.5） 42.1（13.3） .113
文法 45.3（12.7） 43.9（12.1） .082
解説確認率
全体 15.4（24.0） 16.6（24.3） .408
リーディング 14.7（24.4） 16.1（23.7） .401
リスニング 19.7（25.0） 20.1（25.5） .892

















































































（％） 前期 後期 前・後期平均 前期 後期 前・後期平均
Ａ群
260 平均 43.5 40.3 41.9 96.4 95.2 95.8
（60.3） （SD） （12.7） （14.4） （13.3） （6.0） （6.8） （5.1）
Ｂ群
21 平均 41.8 35.5 39.6 76.9 69.9 73.4


























260 平均 43.5 40.3 41.9 96.4 95.2 95.8
（60.3） （SD） （12.7） （14.4） （13.3） （6.0） （6.8） （5.1）
Ｄ群
21 平均 41.8 35.5 39.6 76.9 69.9 73.4







260 平均 387.6 375.3 -12.4
（60.3） （SD） （89.3） （88.9） （60.8）
Ｂ群
21 平均 382.4 361.4 -21.0
（4.9） （SD） （68.8） （74.5） （76.6）
Ｃ群
98 平均 403.8 386.5 -17.2
（22.7） （SD） （88.1） （94.1） （66.5）
Ｄ群
52 平均 391.1 371.3 -19.8
（12.1） （SD） （75.6） （83.9） （68.5）































提供している『TOEIC BridgeとTOEIC L&Rのスコア比較表』に基づくと、この数値は、TOEIC 
L&Rにおける、約505点に相当する。
２） 教材の総問題数は、リーディング （40の大問）、リスニング （上級720問, 中級・初級800問）、文法 （740
問） である。リーディングが40問構成と聞くと、一見、問題数が少ないように思われるかもしれない。
しかし、一つの大問は、300 ～ 400語の本文で構成されており、8 ～ 10の設問も付いている。また、
難易度の観点から言えば、例えば、2017年度では、前期の平均正解率が49.7%、後期の平均正解率が
42.9%となっており、平均正解率の観点からだけでも、（問題の一括再挑戦機能を踏まえると一層の
こと）受講者にとって、決して、容易な課題ではないことが分かる （cf. 鈴木 2008）。
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